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令和２年度第２回目黒区総合教育会議会議録 

 

１ 開催年月日    令和３年３月１６日 

 

２ 開催場所     書面により開催 

 

３ 出席委員     目黒区長            青 木 英 二 

           教育委員会教育長        関 根 義 孝 

           教育委員会教育長職務代行者   笹 尾 敦 夫 

           教育委員会委員         櫻 井 道 雄 

           教育委員会委員         松 村 眞理子 

           教育委員会委員         川 嶋 春 奈 

 

 

４ 出席説明者    なし 

 

５ 傍聴者      なし 

 

６ 議題 

（１） 協議事項 

   ・「目黒区教育に関する大綱」の期間延伸について 

７ 会議の結果及び主要な発言 

  （会議の結果） 

    「目黒区教育に関する大綱」の期間延伸について、了承する。 

  （主な発言） 

    出席委員に対して、書面にて意見を求めたところ、以下の意見をい

ただいた。 

     ・ 新たな目黒区基本構想作成にあたって、新型コロナウイルス

感染症による騒動の影響は考慮されているのか。 

      ⇒ 目黒区基本構想の策定過程において、コロナ禍を踏まえた

「新しい日常」の視点として、非接触型の関わりの日常化や

それを可能にするデジタル化の推進、感染症リスクを保健・

医療・福祉分野だけでなく危機管理という視点で必要な対策

を講じていく点などについて、区政の運営方針などに盛り込

んでいる。 

     ・ 新たな目黒区教育に関する大綱は、目黒区基本構想との整合

性を持たせながらも、現大綱の「学校教育の振興」の一つの「学

校安全対策の推進」を大きなテーマとして扱う必要性があるの
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ではないか。 

      ⇒ 今後策定する目黒区基本計画との整合も図りながら、い 

ただいたご意見を参考に、大綱改定を行っていく。 

     ・ 令和２年１２月に発表された新たな東京都教育施策大綱（案）

骨子の第一章「未来の東京の姿」においては、コロナ騒動の影

響が反映されている。新たな大綱においてもこのような視点が

必要ではないか。 

      ⇒ 東京都教育施策大綱の内容も踏まえながら、大綱改定を 

行っていく。 

以  上 


